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要  旨

室内の有害化学物質,特 に,準 揮発性物質 (SVOC)や 粒子状物質 (POM)の 殺虫剤,難 燃剤などの室内汚染状況を調

査するには,空 気中化学物質濃度 と相関の高いハウスダス トの分析が有効な指標 となる。今回,32家 庭の電気掃除機

の集塵紙パ ック中ハウスグス トを試料に, 6種 類の殺虫成分の残留 レベルを調査 した。クロルピリホスの検出頻度は

27/32で,最 高値 (20。4〃g/g)から最低値 (〈0.01〃g/g)まで検出レベルの差が大 きかった。中央値は 0.05〃g/gで 大部

分の家庭ではクロルピリホス汚染は低 レベルであったが,シ ロアリ防除処理家庭において高濃度汚染がみられた。ダ

イアジノンは検出頻度 7/32,最 高値 0.15〃g/gと 汚染はほとんどなかった。フェニ トロチオンの検ど1頻度は23/32で,

最高値は0.38〃g/g,中 央値は0,02〃g/gと クロルピリホスに比較すると低 レベルであった。ベルメ トリンは検出頻度

(24/32)も高 く,最 高値 (71.6〃g/g),平 均値 (5。32μg/g),中 央値 (0。6町 g/g)とも分析 した菜剤の中では最 も高濃度で

あった。 S421の 検出率は100%で あ り,中 央値 (0.13〃g/g)はペルメ トリンに次いで高い汚染 レベルであった。パラジ

クロロベンゼンの検出率 も1000/0であつたが,1〃g/gを超えた家庭は 1軒 (2.07〃g/g)のみであった。

Abstract

Domestic human cxposure to insecticides 、 vas studicd by the analysis of insecticidc conccntrations in vacuumed

household dust as an indicator of indoor pollution. Here we describc thc residue levcls of six kinds of insecticides in

32 houschold dust samples collcctcd during thc ycar 2001 in Osaka district.

Insecticides in dust samplcs 、vere extracted with acctonc and hexane undcr ultrasonic wavcs.「 Fhe extract after

filtration 、vas defatted by liquid―liquid partition 、vith hexanc/acetonitrile. Clcanup of insecticidcs in thc dcfatted

cxtract、vas conductcd using a graphite carbon column follo、ved by a silica ge1 40 1nini column. Quantitative analyses

of thc insecticides 、vere perforIIled 、vith C)C by electron―capturc dctection or flamc photometric detection using a

capillary column`

Chlorpyrifos、vas detcctcd in 27 out of 32 samples analyzed at a level of〈0.01 to 20.4〃g/g. 卜Iighcr concentrations

of chlorpyrifos residuc 、vcrc dctcctcd in the houschold dust collected from houses treatcd 、 vith chlorpyrifos for

termite control.The incidcncc(7/32)and leVels(max: 0.15μ g/g)Of diazinon in household dust were very low.
Fcnitrothion was dctcctcd in 23 out of 32 samplcs(maX:0.38〃 g/g,mcdian;0.02〃 g/g)tCStCd.Rcsiduc lcvcls of

pcrmcthrin(max:71.6〃 g/g,mcani 5。 3〃g/g,mediani O.6〃 g/3)dCtCCtcd in dust samplcs were thc highest among 6
kinds of insccticidcs analyzed.S-421(2、 3,3,3,2',3',3',3'一octachlolodipropyl cther)was dCtCCtcd in al1 32 samples at a

lcvel of O.03 to 6.19〃g/3‐ and少‐diChiOrobenzcnc 、vas also dctected in all samples, 、vith lcvcls ranging from O.02 to

2.07〃g/g.

Key words:indoor air pollution,human exposure,insecticide,household dust,chlorpyrifos,perIIlethrin

1結 言

室内の有害化学物質汚染が社会問題となり, シック

ハウス症侯群などの現象を背景に室内空気中の化学物

質濃度指針値が順次設定されて来た。室内汚染化学物

質の調査には,室 内空気の分析と共にハウスダストの

分析が重要であり,特 に,準 揮発性物質 (SVOC)や

粒子状物質 (POM)で ある殺虫剤,難 燃剤などの室

内汚染状況の把握には,室 内空気中濃度と相関の高い

ハウスダストが有効な指標となる
拘
。ハウスダストは,

衣服やカーペット等から生じる繊維状粒子,砂 塵,食
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品くず等から形成される。シロアリ防除, ゴキブリ,

ハエ,蚊 ,ダ ニ等の衛生害虫防除,衣 服の防虫剤,花

壇の防虫などの目的で家庭において使用された殺虫剤

はハウスダストに吸着されることにより,貯 蔵され濃

縮される。じゅうたんはハウスグス トを効率よく保持

し,長 期間の居住者汚染の原因にもなり得る。歩くこ

との出来ない乳幼児にとっては,這 い這いにより床面

のハウスダス トを手につけ,そ の手をしゃぶることが,

農薬摂取の主要経路であると指摘されている
勢
。また,

生活活動により舞い上がったハウスダストを吸入する

ことにより,居 住者は蓄積された農薬を摂取する。ハ

ウスダス ト中農薬の分析は欧米では広 く行われてい

る3'が, 日本では報告数が少ない。河野と立川均ま,

1980年に当時の汚染物質として注目されていた有機

塩素系殺虫剤の BHC, DDT,デ イル ドリンと有機リ

ン系殺虫剤のフェニ トロチオンについて 7検体のハウ

スダス ト中濃度を測定した。宇野ら町ま,1984年 に
一

般家庭で繁用されるようになったピレスロイド系殺虫

剤の家屋内汚染の指標として11検体のハウスダス ト

を分析 し, ピレスロイド剤の環境や食品への汚染に注

意するよう報告 した。我々は,1995年 に収集 した15

検体のハウスダス トを試料に,有 機リン剤のクロルピ

リホスとフェニ トロチオン,そ して有機塩素系共力剤

の S-421(8塩 化ジプロピルエーテル)の 室内汚染を

調査 し,ク ロルピリホスがシロアリ防除家屋において

高濃度に残留 していること, フェニ トロチオンは河野

と立川申の報告より汚染レベルが低下していること,

S-421は全家庭で検出され,高 濃度汚染も見られるこ

とを報告した
D。

今回は,前 回の調査から6年 を経た時点での農薬の

室内汚染実態について, 6種 類の殺虫成分,有 機リン

剤のクロルピリホス,ダ イアジノン及びフェニ トロチ

オン, ピレスロイド剤のペルメトリン,有 機塩素剤の

S-421とパラジクロロベンゼンに着目し,ハ ウスグス

トを試料として調査 した。

2 実 験方法

2.1 試 料

2001年 6月 から8月 にかけて32家庭の電気掃除機

の集塵袋 (紙パック)内 容物を収集した。集塵袋内容

物 (ハウスグス ト)は ,ワ タボコリと粉塵が大部分を

占め,髪 の毛,糸 くず,食 品くず,紙 片,砂 等が含ま

れていた。掃除機及び紙パックは各家庭で使用してい

るものをそのまま使用してもらった。各家庭の試料摂

2

取条件や床の状態 (じゅうたん, フローリングなど)

は指定しなかった。なお,汚 染の観られた家庭につい

ては,汚 染原因の解明のための聞き取り調査を行った。

2日2 試 薬

S-421は Riedel de Hean社製,ク ロルピリホスタ

ダイアジノン,フ ェニ トロチオン,ペ ルメトリン,及

びパラジクロロベンゼンは和光純薬工業 (株)製 を使

用した。グラフアイトカーボンカラムはSuPELCO社

製 ENVI一Carb(0。25g)を 用いた。クリーンアップ用

の シ リカ ゲ ル は,ME R C K社 製 シ リ カ ゲ ル40

(Art.10180)を用いた。有機溶媒は残留農薬分析用を

用いた。ガラス器具はアセ トン,ヘ キサンで洗浄後使

用した。

2.3 装 置と条件

電子捕獲検出器付ガスクロマ トグラフ(ECD GC)は

Hewlett Packard社製 HP5890Aを ,炎 光光度検出器

付 ガスクロマ トグラフ(FPD―GC)は 島津製作所裂

GC-14Aを 使用 した。ペルメ トリン, S-421, パラジ

クロロベンゼンは ECD一GCで 以下の条件で定量 した。

キヤピラリーカラムは DB-17(30m× 0.32 mm,膜 厚

0.5/m, J&W Sciendnc),温 度は注入部200℃,検 出

器320℃,キ ャリアーガスはヘリウム(1.5 mL/min),

メイクアップガスはアルゴン十メタン(95+5,

50 mL/min)で分析 した。カラム温度はS-421とペルメ

トリンでは,50℃ (1分 保持)一 毎分 25℃昇温 ―

200℃―毎分 5℃昇温-280℃ (6分 保持),パ ラジク

ロロベンゼンでは50℃ (1分保持)一 毎分 10℃昇温

-100℃ (5分保持)一 毎分20℃昇温-280℃ とした。

注入量はスプリットレス法で2〃Lと した。ペルメ ト

リンは cis型とtrans型の和で定量 した。検出限界値

はベルメトリンで0.lμg/g, S-421とパラジクロロベ

ンゼ ンで は0。01  μg/ gで あった。有 機 リ ン剤 は

FPD―GCで 定量 した。このときのカラムは DB-5MS

(30m× 0。32 mm, 膜厚 0。25/m, J&W Scientific),

注入部温度 240℃,検 出器温度 280℃,ガ スは高純度

窒素 (99。999%,キ ャリアー流量 1,4 mL/min,メイ

クアップ流量 30 mL/min),水素と空気の流量はそれ

ぞれ,115 mL/min,40 mL/minで分析 した。カラム温

度は70℃ (2分保持)一毎分 10℃昇温-180℃ 一毎分

5℃昇温-280℃ (6分 保持)とした。注入はスプリッ

トレス法で2μL注 入 した。検出限界値は, クロルピ

リホス, ダイアジノン及びフェニ トロチオンとも



0.01 μg/gであった。

2.4添 加回収試験

ハウスダス ト試料 (Table l,NO.25)にクロルピ

リホス, ダイアジノンタ フ ェニ トロチオン,ベ ルメト

リン, S-421及びパラジクロロベンゼンをそれぞれ

0.1,0,1,0。1,1,0,0.2,0.2〃 g/gと なるよう添加

して分析 し、その測定値から試料 NO.25の測定値を

差し引き、添加回収率(n=5)を求めた。

2日5 分 析方法

ハウスダス トはよく混ぜて均質とし,そ の5gに ア

セ トン十ヘキサン(3+7,v/v)150 mLを 加え,超 音

波を10分間かけた後, 1夜 浸漬放置 した。内容物は

ろ過後,ろ 液をロータリーエバポレーターで40℃以

下で減圧乾固し,残 留物はヘキサン10 mLに溶かして

抽出液とした。抽出液の半分量 (5 mL)を100 mL用分

液ロートに入れ,ヘ キサン10 mLを加え,ヘ キサン飽

和アセトニ トリル30 mLにより3回 液々分配を行い脱
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脂 した。アセ トニ トリル層はロータリーエバポレー

ターで40℃以下で減圧乾回した。残留物はヘキサン

に溶かし脱脂抽出物とした。脱脂抽出物は, まずグラ

ファイトカーボンカラム (予めジエチルエーテル十ヘ

キサン(4+96,v/v)3mLと 続いてヘキサン5mLで

洗浄)に 負荷 し,ジ エチルエーテル十ヘキサン(2+

98,v/v)6 mLで 溶出した。溶出液は窒素気流下で

0。5 mLに濃縮 してエーテルを除去後, シリカゲル40

カラム(lg)で精製した。すなわち,試 料を負荷後,

ヘキサン8mLで パラジクロロベンゼンを溶出し,次

いで, ジエチルエーテル十ヘキサ ン(4+96,v/v)

10 mLでクロルピリホス,ベ ルメトリン及び S-421を

溶出後,ジ エチルエーテル十ヘキサン(30+70,v/v)

10 mLでダイアジノンとフェニ トロチォンを溶出した。

3結 果

3.1 添 加回収率

ハウスグス ト試料にクロルピリホス,ダ イアジノン,

フェニ トロチオン,ベ ルメトリン, S421及 びパラジ

Tablc l. Residue lcvels of insecticides in vacullmed household dust

House No 田∞ r  T j / p e

1

2

3

4

5

6

7
8

9

10

11

12

13

1 4

1 5

1 6
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

lF  Scp.

lF  Sep.

lF  Sep.

lF  Sep

lF  Scp

lF  Sep

lF  Scp
2F  Scp

lF  Sep

lF  Sep

lF  Sep

lF  Sep

lF  Scp

lF  Sep

14F Con

iF  Scp
2F  Con
2F  Sepゃ
2F  Con
3F  Con
2F  Con
lF  Sep.
lF  Sep
lF  Sep
1 9 F  C o n
lF  Sep
2F  Con
lF Scp
lF  Scp
lF  Sep
lF  Sep
4F  Con

20.4     ND  O,01      5.77  007  063

7 82     ND  O.11

4 97     ND  O.13

ND  0 13  0.14

ND  0 17  0 08

1 80    015  002      778  025  081

1 56     ND  0 01 046  020  008

0 68     ND  O.04      488  4.40  004

0 31     ND  O.24      828  619  026
0 28   ND ND ND 0 15 0 18

0.22     ND  ND      l.81  004  006

016    001  006      430  008  013

0 12     ND  ND      O.54  0.10  0.03

0 12   ND ND    71 6 0.06 002

0,10     ND  0 07      18 8  0 12  0 40

0 07     ND  002      3 42  006  0.04

0.07     ND  0 01 221  0.04  008

0,05     ND  O.04      240  0.07  030
0 04     ND  ND      19 8  0 03  0 02
003    010  003      8.51  159  004
0 03     ND  ND      3.87  069  0.13
0 03     ND  0 02      0.65  010  0.24
0 02    0 02  ND ND  0 03  0 03
0 01     ND  0 03      0,21  033  0.33
0 01   ND 0 02 ND 0 14 0 21
0 01     ND  0 01      0,41  013  207
0 01     ND  0 02      0 54  0 06  0 25
001     0.01  0 04       ND  006  008
001     001  002      263  003  002
ND   ND ND ND  0 93  0 02
ND   002 038    ND O.36 082
ND     ND  O.03      0.42  0.20  004
ND     ND  0 02      0.34  0.20  0.03
ND     ND  ND      O.50  010  0,02

Incidence

Avcragc

M i n

Median

Max

27/32    7/32 23/32     24/32 32/32 32/32
122    001  0.04
ND   ND ND

O.05   <0.01  0.02

204    015  0.38

5.32  054  0.24
ND  0 03  0.02

0.60  013  0,08

716  619  2.07

MIEPifenitrothionぅS_421:2,3.3,3,2「,3.,31‐3.―octachlorodipropyl ether、PDCB!P― dichiorobenzene
Typet separatcd woodcn housc(Sep)Or cOndonlinium(COn.)

ND:below detccdon limit(001μ g/g for ch10rpyrifos,diazinon,MEP,S421 and PDCB;
01μ g/g for permcthrin)

Averagei calculated with ND=0
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Tablc 2. Insecticide levels in household dust reported in earlier papers

Rcttrcncc
Sampling

year month
Chlorpyrifos Diazinon  MEP  Perlllethrin S-421  PDCB

Kawano and

Tatsukawa5)

(1980)

【ncidence

Avcragc

Range

7   -

7 / 7

078

026-19

Uno ct al.6)

(1984)

Incidence

6-7   Average

Range

5 / 1 1    1 1 / H

l.03     064

ND-76   001-39

Yoshida ct al.

(19977),20028))

Incidence    8/157)    2/158)  10/157)   14/158)   15/157)  15/158)

15 1995 3-12*  Avcrage     O_72     <001    005     709     260     03

Rangc   ND-65  ND-001 ND-0,33 ND-411 004-159002-13

This paper

Incidence   27/32     7/32    23/32    24/32    32/32

32 2001  6、8   Avcrage     1 22      0 01     0 04     5 32     0 54

Range  ND-20 4 ND-015 ND-0 38 ND 716 003 62

32/32

024

002-21

MEPifenitrothion、S-42112,3.3.3,21‐3',3',31-octaChlorodipropyl cthcr.PDCB:P―dichlorobenzene

Averagct calculatcd with ND=0
*13 samplcs、vere collccted from May to Scptember

クロロベンゼンを添加して分析 した回収率 (n=5)は,

平均値土標準偏差でそれぞれ,91.5±9.1%,84.1土

6. 0 % ,  1 0 7 . 0±14 . 4 % ,  9 5 . 5±3. 3 % ,  9 2 . 9±2. 0 % ,

99.2±13.7%と 良好であった。

3日2 ハ ウスダス ト中殺虫剤濃度

分析 した32検 体のハウスダス ト中殺虫剤濃度を

Table lに示 した。河野と立川の 1980年の報告駒,宇

野らの 1984年の報告
的
,我 々の前回の調査結果

和と前

回のハウスダスト試料を用いてダイアジノン,ペ ルメ

トリン及びパラジクロロベンゼンを追加分析した結果
酌

を今回の調査結果と比較して Table 2に示した。

3.2.1 ク 回ルピリホス

クロルピリホスは,検 出率は84.4%と 高 く,最 高

値 (20,4〃g/g)から最低値 (〈0,01 μg/g)まで検出レベ

ルの差が大きかった。lμg/gよ り高濃度の汚染は5検

体であり,中 央値は0.05 μg/gで あった。大部分の家

庭ではクロルピリホス汚染は低レベルであり,一 戸建

てに特異的な汚染家屋が認められた。クロルピリホス

が高濃度で検出された家屋の内,家 屋 1, 2, 3, 5,

6は 防蟻処理をした事が確認された。

3.2.2 ダ イアジノン

分析試料 32検体から検出されたダイアジノンは 7

検体 と少なく, 5検 体が 0.01-0,02〃g/g,最 高値で

も0。15〃g/gで あり,室 内汚染はほとんどないことが

示された。

3.2日3 フ ェニ ト回チオン

検出頻度は23/32と高いが,最 高値は0,38〃g/g,

4

平均値は0.04 μg/g,中 央値は0。02〃g/gと クロルピ

リホスに比較すると低レベルの汚染であった。最高値

を示した家庭 (No,29)では,納 戸の壁板にキクイム

シが発生したためにスプレー式殺虫剤を壁板に注入し

ていた。

3.2.4 ハリレメ トリン

測定結果 は検出頻度 (24/32)も高 く,最 高値

(71.6〃g/g),平均値 (5。32 μg/g),中央値 (0。60 μg/g)

とも分析 した菜剤の中では最も高濃度であった。最高

値が検出された家庭では,約 lヶ 月前に康煙剤を使用

したとのことであった。

3.2.5 S-421(8塩 化ジプロピルエーテル)

S-421の検出率は100%で あり,最 高値 (6.19〃g/g),

平均値 (0.54 μg/g)はベルメ トリン,ク ロルピリホス

に次 い で 高 い 汚 染 レベ ル で あっ た。 中央 値

(0。13 μg/g)はクロルピリホスよりも高 く, S-421の

汚染源がいたるところに存在することが示された。

3.2.6 パラジク回回ベンゼン

パラジクロロベンゼンは全家庭のハウスダストから

検出された。l μg/gを超えた家庭は 1軒 (2,07 μg/g,

NO.24)で あった。この家庭では,室 内に人形を多く

飾っており,防 虫剤としてパラジクロロベンゼンを多

く使用しているとの回答があった。

4考 察

4.1 分 析方法

添加回収率及び変動率は良好な結果であったが,分

析操作における濃縮の場合に,乾 固後の放置時間が回



収率に影響を与えた。特に蒸気圧の高いパラジクロロ

ベンゼンの場合に注意が必要であり,溶 媒を留去した

直後に濃縮操作を停止することが回収率低下を防止す

るために重要であった。

4.2 ハ ウスダス ト中殺虫剤濃度

4.2.1 ク ロルピリホス

クロルピリホスは米国では家庭用農薬 (家屋内用、

庭用)と して多く使用されていたが,低 用量でも新生

児の脳発達に影響を及ぼす可能性があるりことが指摘

され,米 国環境保護庁 (EPA)は リスクの再評価
1けを行

い, 1日 摂取量のガイドラインをこれまでの 10分 の

1に (幼児等に対 し0.03〃g/kg体 重/日)イ さヽくした。

日本では家屋用としては, クロルデン禁止 (1986年 9

月)後 のシロアリ防除剤として多く使用されてきたが,

厚生労働省 (当時の厚生省)の 室内空気中濃度指針値

設定 (2000年 12月 )に 続 き,2002年 7月 には建築基

準法が改正され、クロルピリホスの建物への使用が禁

止された。

今回の結果では,一 般家庭におけるクロルピリホス

の室内汚染レベルが低いこと,そ して,防 蟻剤として

クロルピリホスを散布 した家屋からはハウスダスト中

にクロルピリホスが高濃度で検出されることが示され

たが,こ れらの結果は前回 1997年 の調査における状

況和と同じであった。今回の調査で最高値 20。4/g/g

(家屋 1)を 示 した家庭は,1999年 11月 に再防蟻処理

を行っていた。家屋 2(7.82〃 g/g)は 2000年 1月 に防

蟻処理をした新築家屋であり,家 屋 3(4.97〃 g/g)は

1997年 に防蟻処理 (新築)を していた。家屋 5(1.56

〃g/g)は 1995年 夏に防蟻処理後新築入居 した家庭で

あり,処 理後 6年 を経ても家屋内汚染レベルは高かっ

た。この家屋 5で は,入 居後約 lヶ 月目に測定した室

内空気中クロルピリホス濃度は0。14〃g/m3でぁった

が, この値は2000年 12月 に定められた小児等弱者に

対するクロルピリホスの室内空気中指針値 0。lμg/mS

(成人に対 し190/g/m3)を 超えるレベルであった。家

屋 6は 前回調査
和では,防 蟻処理後 1年 目でハウスダ

ス ト中濃度は5.14〃g/gで あったが,今 回,処 理後 7

年を経過 し0。68〃g/gと 減少 した。この家屋 6の 室内

空気中クロルピリホス濃度は処理後 2年 目の 1996年

7月 Hlでは0。1l μg/m3と小児等弱者に対する指針値

0,1〃g/m3を超えていたが,今 回 (処理後 7年 目)で

は0.03/g/m3と 低下した。

シロアリ防除処理家屋における室内空気中クロルピ
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リホス濃度の経時変化を観察した我々の調査
H)では,

クロルピリホスによる防蟻処理により処理後数年間に

わたって室内空気中クロルピリホス濃度が小児への指

針値 0.lμg/m3を超えるレベルで維持されることが示

され,乳 幼児,小 児がいる家庭ではクロルピリホスに

よる防蟻処理は注意が必要とされた。室内空気中クロ

ルピリホス濃度を測定した報告例
l‐21杓こおいても,永

美 ら
に十ゃ桂 ら

帽'もシロア リ防除処理家屋 におい

て0。l μg/m3を超えるレベルを測定 した。指標とした

ハウスグス ト中クロルピリホス濃度が lμg/g程度を

超える家屋では,防 蟻処理等何らかのクロルピリホス

散布があったと考えられ, また,10 μg/gレベルの汚

染が観察された場合には室内空気中クロルピリホス濃

度の測定が必要と考えられた。

482.2 ダ イアジノン

米国ではダイアジノンはクロルピリホスと共に家庭

用に多く用いられる農薬の 1つであり,高 濃度の居住

者汚染が報告され
hl,米
国 EPAは クロルピリホスの

次にダイアジノンのリスク再評価を行い,家 屋や庭,

芝生への散布を段階的に禁止した
r)。これを受けて日

本でも室内空気中濃度指針値を0。29〃g/m3と設定 し

た。

今回の結果でダイアジノンの室内汚染がほとんどみ

られないことは, 日本ではダイアジノンを家屋用に使

用することが少ないためと考えられる。前回調査のハ

ウスダス ト試料
和についてダイアジノンの残留量を分

析的した結果においても室内汚染 (検出頻度 2/15,最

高値 0。01 μg/g)は ほとんどみられなかった (Table

2)。大貫ら
的は2000年度の夏と冬に行った室内空気

中有機リン系農薬の測定調査で住宅室内空気中ダイア

ジノンの検出頻度は2/82(最 高値 3.3 ng/m3)と低い

ことを報告 した。松村ら
H)や
千賀ら
h)の
調査報告で

も室内空気中ダイアジノン濃度は最高値 2 ng/m3か検

出下限 (1.4 ng/m3)未満であった。1980年代には,

室内のダニによるアレルギー疾患が社会問題となり,

掃除機の紙パックに有機リン剤で防虫処理
押|をしたも

のが販売され,ダ イアジノン処理による紙パックから

の室内汚染も報告
抑|されたが,今 回の調査ではダイア

ジノンを処理した紙パックはなかった。

4.2.3 フ ェニ ト回チオン

1980年の河野と立川の調査報告
駒では,分 析 した7

検体のハウスダス ト全検体から0.26～1.90〃g/gの

フェニ トロチオンが検出された(Table 2)。日本では

室内用や園芸用の殺虫剤スプレーにフェニ トロチオン
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が広 く使用されており,ハ ウスグス ト中フェニ トロチ

オンの検出頻度や濃度は高いものと予想されたが,分

析結果は検出頻度は23/32と高いものの,最 高値は

0。38 μg/g,平 均値は0.04〃g/gと河野 と立川の調査

より1桁低い値であった。今回の試料 と1995年に収

集した試料
打
(検出頻度 10/15,最高値 0.33 μg/g,平

均値 0.05〃g/g)を 比較すると,検 出頻度,最 高値,

平均値ともほぼ同じ値であり,汚 染は低レベルとなっ

ているが,そ の発生源は常に存在 し,継 続しているも

のと考えられた。今回の最高値を示 した家庭 (家屋

29)で は,納 戸の壁板にキクイムシが発生したために

スプレー式殺虫剤を注入していた。このことは,殺 虫

剤の使用はハウスグス ト中濃度に反映することを示す

ものである。室内空気中フェニトロチオン濃度の測定

では,松 村ら
いが最高値 10 ng/m3と報告 している。河

原ら
JIは
農耕地の一般家庭の室内空気中フェニ トロチ

オン濃度 (最高値 6.3 ng/m3)を調査 し,水 稲への農

薬散布による室内空気汚染を示唆した。なお,フ ェニ

トロチオンの室内空気中指針値は設定されていない。

4.2 . 4  ペルメ トリン

残効性の高いペルメトリンは,防 蟻剤,殺 虫剤エア

ロゾルスプレーや防虫シートなど家庭用に多く使用さ

れており,測 定結果は検出頻度も高 く,最 高値,平 均

値とも分析 した業剤の中では最も高濃度であった。前

回調査のハウスグス トからも高濃度 (検出頻度14/15,

最高値 41,4μg/g,平 均値 7.09〃g/g)で 検出
出
されて

おり,1984年 の宇野らの調査
付
(検出頻度 5/11,最高

値 7.6〃g/g,平 均値 1.0/g/g)時 期 より室内汚染が

進行 していると考えられた。最高値 71,6〃g/gを示し

た家庭 (家屋 12)では,約 lヶ 月前に燻煙剤を使用 し

たとのことであり, 1度 康煙をすると,薬 剤は室内に

高濃度で残留することを示した。また,加 熱蒸散剤の

直接曝露は動物実験において生殖臓器などへの悪影響

が報告
2りされ,展 煙剤の使用後は十分な換気が必要で

あろう。

ベルメトリンによる防蟻処理は, クロルピリホスの

場合 と同様 に家屋内に高濃度汚染を引 き起こし,

18.8μg/gの高値を検出した家屋 13はベルメ トリン

による防蟻処理を1997年夏に行っていた。ペルメト

リン汚染源の 1つ として,電 気掃除機の防虫紙パック

があげられる。紙パックの防虫加工は一時期より減少

し,防 虫剤も有機リン剤からピレスロイド剤へ移行し

たが,防 虫紙パック (家屋 4と 18はベルメ トリン処

理紙パック)の 使用は,掃 除機の使用時に薬剤を室内

6

に放散することになる。lμg/gを 超える濃度を示 し

た家庭で,居 住者が防蟻剤や殺虫剤を使用していない

と回答 し,発 生源が特定できない場合 (家屋 6,7,

10,14,15,16,17,19,27)が あった。これらの家

屋では,ベ ルメトリンが建材,建 具,畳 ,内 装などに

防虫剤として使用されている,あ るいは,入 居前に防

蟻剤として散布された等,居 住者の認知しないところ

での使用があったと考えられる。畳の防虫シー トに使

用されている場合には,そ の上で寝た場合に睡HR中に

薬剤を吸い込むことになる。ベルメトリンの室内空気

中指針値は設定されていないが,ベ ルメトリンはいわ

ゆる環境ホルモン (外因性内分泌攪乱化学物質)の 可

能性のある化合物の 1つ
第1と
してリス トアップされ,

乳幼児の脳神経発達を阻害する危惧も報告
蜘|された。

ピレスロイド剤は毒性が低いとされ,有 機リン剤に変

わって多く使用されてきた。しかし,安 定で,残 効性

があることは,曝 露量が多くなることでもある。薬剤

の毒性は全て解っているものではなく,今 後明らかに

なる毒性もある。居住者の知らないところで散布され

た場合には,居 住者への健康影響が起きた場合に原因

がつきとめられないこととなる。内装,畳 など室内で

使用される製品には全て化学物質の表示と説明が必要

であろう。

4口2.5 S-421(8塩 化ジプ回ピルエーテル)

S-421は ピレスロイド剤や有機リン剤の効力増強剤

として使用されると共に,そ れ自体にも殺虫効力があ

るため,防 蟻剤,殺 虫剤スプレー,内 装品や家庭用品

等に広 く使用されている。1984年の宇野らの報告
的
,

1997年の我々の報告
和そして今回の調査でも検出率は

100%で あり, S-421が いたるところにあることが示

された。家屋 6は 防蟻処理による室内汚染,家 屋 18

は防虫紙パックによる汚染である。家屋 7は 汚染源不

明であるが,調 査の 2年 前に床板を張 り替えたと回答

していること,ベ ルメトリンの高濃度汚染が認められ

ること, S421は ベルメ トリンの共力剤 として同時

に使用されることを考え合わせると,床 板張 り替え時

にペルメ トリンとS-421に よる防虫処理が行われた

ものと推察できる。

S-421は変異原性があり
2詢
,環 境中で安定で雨水や

環境水から検出され
2的
,母 乳
2pゃ
世界中の魚介類

2帥か

ら検出される蓄積性のある有機塩素剤であり, POPs

として監視するべ き物質である。 S-421は ,そ の代

謝物の毒性や,他 の農薬類が存在 したときに, ヒ トに

どのような複合作用が発現されるかは示されておらず,



今後明らかになるであろう毒性を待ってから規制した

のでは, PCBsや DDT化 合物などのこれまでの有機

塩素剤の環境汚染と同じ経路をたどることとなろう。

4口2日6 パ ラジク回回ベンゼン

住宅室内空気中に高濃度に検出される VOCsの 1

つ猟いであるパラジクロロベンゼン (室内空気中指針

値 240/g/m3)は 全家庭のハウスダス トから検出され

たが,lμ g/gを超えた家庭は 1軒 (家屋 24)で あっ

た。この レベルは,前 回試料の分析結果 (平均値

0.30 μg/g,中 央値 0。16 μg/g,最 高値 1.25 μg/g,1

μg/gを超えた家庭は2軒)詢とほぼ同じ値であり,パ ラ

ジクロロベンゼンの使用量はそれほど変動しないもの

と考えられた。また,パ ラジクロロベンゼンはクロー

ゼット, タンスなど閉鎖系で使用される場合が多く,

タンスを開けた場合の一時的高濃度空気汚染はあるも

のの,シ ロアリ防除斉J処理のような常時の室内汚染は

起きにくいものと考えられた。聞き取 り調査からは,

パラジクロロベンゼンを使っていると回答した家屋の

ハウスグス ト中レベルは,今 は使っていないと回答し

た家屋のレベルより概ね高かった。パラジクロロベン

ゼンを衣類の防虫剤として使用した場合,終 日装着し

ている衣服からの曝露に留意することが必要である
御i。

おわりに

ハウスグス ト中殺虫剤濃度は,防 蟻処理や殺虫剤ス

プレーの使用が多くなりやすい戸建家屋において,集

合住宅よりも高くなることがあるが,そ れらは,居 住

者の関与するところである。しかし,フ ェニ トロチオ

ンタベルメトリンや S421な ど,建 具,内 装,家 庭用

品等に広 く使用されている薬剤は,戸 建家屋 ・集合住

宅を問わず,居 住者が知らないうちに高濃度室内汚染

を惹起している場合がある。防蟻処理や康煙剤 ・殺虫

剤スプレーの多数回使用は,室 内汚染レベルを確実に

上昇させ,そ して,そ の汚染は短期間には減少しない。

防蟻剤には,有 機リン剤,カ ーバメイト剤, ピレスロ

イド剤の他にも農薬成分である多くの種類の殺虫剤が

使用されており, また,室 内用の殺虫剤スプレーには

多種類のピレスロイド剤が使用されている。農菜成分

にはいわゆる環境ホルモン (外因性内分泌撹乱化学物

質)と 指摘されるものが多くあり,低 レベルの曝露も

生体影響が考えられる。特に,経 気道摂取は薬剤が直

接肺胞の血管に接触するため,経 口摂取よりも吸収量

が高いとされるので,生 体への悪影響を出来る限り小

さくするためには,室 内空気中濃度を低下させること
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が重要である。殺虫剤など全ての薬剤の室内汚染を調

査することは大変な労力を要する。しかし,そ の調査

により室内汚染実態を把握し,曝 露量を下げる方策を

とることは居住者の健康にとって必要なことである。

室内における農薬成分の居住者曝露の防止には,居 住

者の出来ることとして,必 要以上に殺虫剤を使用しな

いこと,換 気により空気中濃度を下げること,薬 剤を

吸着したハウスダストを掃除により除去することが重

要であるが,今 後は,企 業や行政に対しても,室 内で

使用される製品を起源とする有害化学物質に対し,室

内環境への負荷量を明確に表示する制度
3」の必要性が

問われている。
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